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目標指標一覧 
＜安心 誰もが健やかに暮らせる安心と安全のまちづくり＞ 

  

指標名

福祉ボランティア登
録数★

○

○

ＮＰＯ法人赤穂ボランティア協会、赤穂市ボランティアセンター
（赤穂市社会福祉協議会が設置）に登録しているグループの会員
数。
毎年10名ずつの増加を目指します。

集いの場開設数★ ○

○

地域における「サロン」、いきいき百歳体操、認知症カフェ、子ど
もの居場所、ひきこもりの居場所などの開設数。
「サロン」は毎年3箇所、いきいき百歳体操は毎年10箇所（リー
ダーを10名）、認知症カフェは毎年1箇所、子どもの居場所、ひき
こもりの居場所もそれぞれ約10箇所の増加を目指します。

子育てしやすい環
境にあると思う人
の割合（5年ごとに
ニーズ調査）★

○

○

子ども・子育て支援事業計画の策定にあたって、5年ごとに実施
している市民のニーズ調査の中の子育て環境の満足度。
2014年（平成26年）時の調査と比較すると、2018年度（平成
30年度）の調査では満足度が約20ポイント上昇しているため、
次期調査時にも同程度の上昇を目指します。

保育所待機児童の
数（4月1日現在）★

○ 2018年度（平成30年度）以降、本市においても保育所待機児
童が発生しています。待機児童は全国的にも問題となっており、
待機児童ゼロを目指します。

産婦健康診査2回
受診率★

○ 産婦健康診査は、2回の受診が国の指針で示され、助成券も配布
されています。この健康診査時では、出産後の心身の回復状況を
チェックし、産後うつの早期発見につなげることもできるため、
産婦全員の2回受診を目指します。

新生児訪問時にお
けるエジンバラ産後
うつ病質問票が9
点以上の産婦の割
合★

○

○

エジンバラ産後うつ病質問票は、児童虐待のリスクを判定する目
安の一つとされ、9点以上になると危険度が高くなるとされてい
ます。
国の「健やか21」における2017年度（平成29年度）の直近値が
9.8％となっているため、それ以下となる9.0％を目指します。

地域における子ど
もの居場所の数★

○ 地域全体で子どもや子育て家庭を見守り支援していくため、子
どもの居場所として、子ども食堂や学習支援を実施する団体を
支援し、5年後には、小学校区に1箇所、10年後にはさらに5箇
所の設置を目指します。

福祉施設入所者の
地域生活への移行
★

○

○

福祉施設に入所している障がいのある人のうち、グループホーム
などへの地域生活移行者の人数。
毎年1名が施設入所から地域生活へ移行することを目指します。

福祉施設からの一
般就労者数★

○

○

就労移行支援事業等の推進により、福祉施設から一般就労へ移
行した人数。
毎年12名程度が福祉施設から一般就労に移行することを目指し
ます。

（１）
誰もが安心
して暮らせ
る地域社会
の構築

多様なつな
がりと支え
合いによる
地域福祉を
進める

指標説明

①

すべての子
どもと子育
て家庭を地
域全体で支
える

②

③ 障がいの有
無に関わら
ず尊重しあ
える共生社
会を実現す
る

政策・施策名

２０３０赤穂市総合計画 
資料編 
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ら行 

ライフサイクルコスト 

製品や構造物（建物や橋、道路など）が整備されてから、その役割・供用を終えるまでに必要となる総

費用額。 

ライフスタイル 

生活の様式や価値観。 

ライフステージ 

人間の一生における幼年期・児童期・青年期・壮年期・老年期などのそれぞれの段階。家族については

新婚期・育児期・教育期・子独立期・老夫婦期などに分けられる。 

リカレント教育 

義務教育や基礎教育を終えて労働に従事するようになってからも、個人が必要とすれば教育機関に戻

って学ぶことができる教育システム。 

立地適正化計画制度 

行政と住民や民間事業者が一体となったコンパクトなまちづくりを促進するための都市計画上の制度。 

連携中枢都市圏 

地域において、相当の規模と中核性を備える圏域の中心都市が近隣の市町村と連携し、コンパクト化

とネットワーク化により、人口減少・少子高齢社会においても一定の圏域人口を有し活力ある社会経済

を維持するための都市圏を形成するもの。 

労働力人口 

15歳以上の人口のうち、「就業者」と「完全失業者」を合わせたもの。 

わ行 

ワーク・ライフ・バランス 

仕事と生活の調和。老若男女誰もがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとと

もに、家庭や地域社会等においても、人生の各段階に応じて、多様な生き方が選択・実現できること。 

 

 


